
 
令
和
六
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
、
二
か
月
が
経
と
う
と
し
て

い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
少
し
ず
つ
今
の
ク
ラ
ス
や
学
年

に
も
慣
れ
、
学
習
や
活
動
に
一
生
懸
命
取
り
組
む
姿
が
見
ら

れ
ま
す
。
と
り
わ
け
一
年
生
は
、
未
知
だ
っ
た
小
学
校
で
の

算
数
や
国
語
等
の
教
科
学
習
に
も
元
気
よ
く
参
加
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
大
き
な
声
で
読
ん
だ
り
、
発
表
し
た
り
す
る
姿

が
と
て
も
微
笑
ま
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
か
ら
は
、
学
校
教
育
目
標
を
「
い
の
ち
輝
く
境

川
っ
子
」
と
し
、
一
人
一
人
が
輝
け
る
た
め
に
、
自
分
の
良

さ
や
力
、
課
題
を
知
っ
た
り
（
自
己
理
解
）
、
友
達
の
良
さ

に
気
づ
い
た
り
（
他
者
理
解
）
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
が
輝

き
、
そ
れ
ぞ
れ
が
関
わ
り
合
い
、
そ
の
上
で
学
校
全
体
が
輝

く
よ
う
に
育
て
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

教
職
員
も
同
じ
こ
と
で
、
新
し
く
赴
任
さ
れ
た
十
五
名
先
生

方
を
加
え
、
学
校
全
体
や
学
年
部
で
相
談
を
し
な
が
ら
児
童

理
解
や
活
動
の
統
一
性
を
図
り
、
ま
た
、
互
い
に
高
め
合

い
、
輝
け
る
教
師
と
し
て
、
子
ど
も
と
向
き
合
っ
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。
是
非
と
も
、
こ
の
一
年
間
、
温
か
く
見

守
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
第
一
号
で
も
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、
子
ど
も
達
の

「
言
葉
の
力
」
を
育
む
た
め
に
、
今
年
度
は
、
毎
日
の
授
業

に
お
い
て
、
全
学
年
で
音
読
（
教
科
書
等
の
一
部
を
声
に
出

し
て
読
む
）
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
週
火
曜
日

の
登
校
後
の
十
分
程
度
を
朝
読
書
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
ま

す
（
静
か
な
る
朝
の
ス
タ
ー
ト
も
意
識
し
て
）
。
さ
ら
に

は
、
今
月
の
歌
（
五
月
は
「
折
り
鶴
の
歌
」
）
の
言
葉
を
か

み
砕
い
て
考
え
た
り
、
全
校
集
会
で
歌
っ
た
り
す
る
こ
と

で
、
語
彙
数
を
増
や
す
だ
け
で
な
く
、
日
本
語
の
良
さ
に
も

気
づ
い
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
言
葉
に

触
れ
、
声
に
出
す
こ
と
に
よ
る
「
言
葉
の
力
」
の
育
成
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
体
力
の
向
上
に
お
い
て
は
、
全
校
で
縄
跳
び
に
取
り
組
み

ま
す
。
体
育
の
時
間
の
準
備
運
動
後
、
一
分
間
の
「
持
久
跳

び
」
を
し
、
瞬
発
力
、
、
巧
緻
性
、
リ
ズ
ム
感
、
持
久
力
の

向
上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
縄
跳
び
カ
ー
ド
を
活
用

し
な
が
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
跳
び
方
に
も
挑
戦
を
し
、
友
達
同

士
で
チ
ェ
ッ
ク
し
合
う
こ
と
で
、
自
信
や
達
成
感
、
仲
間
意

識
と
所
属
感
等
も
育
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
児
童
の
実
態
を
分
析
し
、
毎
年
、
今
あ
る

活
動
を
見
直
し
て
い
き
ま
す
。
ご
家
庭
で
も
、
音
読
す
る
姿

　
少
し
ず
つ
前
へ
前
へ
・
・
・

　
一
九
九
一
年
（
平
成
二
年
）

六
月
、
雲
仙
普
賢
岳
の
大
火
砕
流
が
発
生

し
、
警
戒
中
の
消
防
団
員
と
警
察
官
、

報
道
関
係
者
、
火
山
学
者
ら
四
十
三

人
が
死
亡
す
る
と
い
う
大
惨
事
が
起
き
ま
し
た
。
そ
の
痛
ま
し
い
自
然
災
害

を
、
そ
し
て
、
防
災
を
学
ぶ
た
め
に
修
学
旅
行
で
雲
仙
へ
行
き
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
あ
の
時
、

父
親
を
亡
く
し
た
少
女
の
作
文

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
是
非
、
声
に
出
し
て
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

　
「
夢
で
も
い
い
か
ら
毎
日
　
父
に
あ
い
た
い
」

　
　
　
島
原
第
五
小
学
校
六
年
生
　
谷
口
寿
子

　
も
う
思
い
出
す
と
涙
が
こ
ぼ
れ
て
き
そ
う
だ
。
六
月
三
日
の
大
火
砕

流
が
発
生
し
た
と
き
の
父
も
北
上
木
場
町
に
い
た
。
父
を
は
じ
め
と
し

た
消
防
団
員
十
数
人
と
、
テ
レ
ビ
局
な
ど
の
報
道
関
係
者
、
そ
れ
か
ら

警
察
官
や
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
、
近
所
の
人
、
外
国
の
火
山
学
者
ま
で

が
、
あ
の
町
に
は
た
く
さ
ん
い
た
。

　
本
当
は
、
白
谷
町
の
公
民
館
で
警
戒
を
し
て
い
る
は
ず
だ
っ
た
の

に
、
報
道
関
係
者
が
上
木
場
町
の
家
を
荒
ら
し
て
い
た
の
で
、
六
月
二

日
、
ま
た
消
防
団
の
詰
所
を
北
上
木
場
町
農
業
研
修
所
に
も
ど
し
た
。

　
六
月
三
日
の
テ
レ
ビ
で
「
逃
げ
ろ
！
　
逃
げ
ろ
！
」
と
さ
け
ん
で
い

た
の
は
父
だ
っ
た
。
顔
な
ど
は
見
え
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
父
の
声
だ

と
い
う
こ
と
が
す
ぐ
に
わ
か
っ
た
。
五
月
十
五
日
の
初
め
て
土
石
流
が

発
生
し
た
と
き
も
、
父
は
命
が
け
で
私
た
ち
家
族
や
近
所
の
た
く
さ
ん

の
人
を
避
難
さ
せ
て
く
れ
た
。
行
方
不
明
で
何
日
も
父
に
会
え
ず
と
て

も
心
配
し
た
。
父
の
遺
体
は
六
月
六
日
午
前
九
時
二
十
三
分
に
収
容
さ

れ
た
。
遺
体
確
認
に
行
っ
た
と
き
、
警
察
の
係
の
人
か
ら
「
だ
い
じ
ょ

う
ぶ
で
す
か
？
」
と
言
わ
れ
た
け
ど
、
見
な
い
と
一
生
父
と
会
え
な
い

と
思
っ
て
棺
を
あ
け
て
も
ら
っ
た
。

真
っ
黒
く
焼
け
た
父
の
顔
、
私
の
目
に
は
涙
が
あ
と
か
ら
あ
と
か
ら
出

て
き
た
。
私
は
、
父
に
あ
っ
た
と
き
思
わ
ず
「
お
帰
り
な
さ
い
。
お
父

さ
ん
。
」
と
言
っ
た
。

　
父
が
命
が
け
で
守
ろ
う
と
し
た
上
木
場
の
家
は
な
く
て
、
父
を
連
れ

て
帰
る
こ
と
も
で
き
ず
と
て
も
つ
ら
く
悲
し
か
っ
た
。
ほ
か
の
災
害
で

も
「
あ
っ
　
か
わ
い
そ
う
だ
な
あ
。
」
そ
れ
ぐ
ら
い
し
か
目
を
向
け
て

い
な
か
っ
た
。
で
も
自
分
た
ち
の
こ
と
に
な
る
と
つ
ら
く
て
し
ょ
う
が

な
い
。
い
つ
ま
で
続
く
の
か
わ
か
ら
な
い
が
早
く
お
さ
ま
っ
て
ほ
し
い

と
願
う
ば
か
り
だ
。

　
父
は
、
「
い
つ
も
寿
子
た
ち
の
そ
ば
に
い
る
。
」
と
夢
の
中
で
言
っ

た
。
私
は
夢
で
も
い
い
か
ら
毎
日
父
に
会
い
た
い
。
毎
日
朝
早
く
か

ら
、
た
ば
こ
（
畑
）
の
作
業
を
頑
張
っ
て
い
た
祖
父
祖
母
も
元
気
が
な

い
。
夜
、
床
に
つ
い
て
何
気
な
く
母
の
顔
に
手
を
当
て
た
ら
ぬ
れ
て
い

た
。
兄
も
怒
ら
な
く
な
っ
た
。
あ
ん
な
に
楽
し
か
っ
た
夕
食
。
一
生
懸

命
作
っ
て
く
れ
る
母
に
は
悪
い
が
、
父
が
い
な
く
な
っ
て
お
い
し
い
と

思
わ
な
く
な
っ
た
。
み
ん
な
少
し
変
わ
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
で

も
、
い
つ
ま
で
も
元
気
を
出
さ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
元
気
を
出

し
て
、
明
る
く
楽
し
く
家
族
み
ん
な
が
力
を
合
わ
せ
て
い
く
し
か
な

い
。

　
天
国
に
い
る
お
父
さ
ん
。
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

や
縄
跳
び
を
す
る
姿
に
、
エ
ー
ル
を
送
っ
て
く
だ

さ
る
と
、
加
速
度
的
に
伸
び
が
期
待
で
き
る
と
思

い
ま
す
。
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

6年生 修学旅行にむけての作文

★6年2組　【 納谷　成美 】
　私は、修学旅行で、「戦争によってどんなことが起き
たのか（長崎原爆資料館）」「自然災害によってどんな
被害が出たのか（普賢岳）」「昔の人たちはどんなふう
に生活をしていたのか（吉野ケ里遺跡）」などを学びた
いです。
　また、自分一人でも、物事を考えられるような力をつ
けたいです。
　頑張りたいことは、戦争や自然災害のことについて
しっかり学んで、学校に戻ってみんなの前で発表できる
ようにしたいです。
　友達とホテルに泊まることや、初めて佐賀県や長崎県
にいくこと、グリーンランドに行くことや
フェリーに乗ることも楽しみです。
　修学旅行は、全部が初めてだらけなの
で、少し心配なところもあるけれど、楽
しみたいです。

★6年1組　【 江口　とよか 】
　私が、修学旅行でずっと覚えていたいと思ってい
ることは、原爆を落とされて亡くなった人たちの苦
しさと悔しさでについてです。また、頑張っていき
たいことは、班で「一緒けんめい（昨年度の運動会
スローガン）」やることです。どんなことが楽しみ
なのかは、行ってみないとわからないし、みんなが
楽しみにしているグリーンランドも雨や風が強かっ
たりすると乗り物に乗れなくなったりするので、行
く前や当日まで、大きく期待しないようにしようと
思います。
　思い出作りとしては、漫画や小説にも書かれてい
るよくある怪談や恋愛の話を寝る前にしてみたいで
す（まあ、漫画ではそのあと先生に見つかって怒ら
れるのがオチですけど・・）。
　生活班の人たちとは、思い出に残すためにも、お
そろいのキーホルダーを買いたいです。

境川小学校

学校だより
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バ
ー



15:30～15:50

学校着

体育館にて
解散式

6月24日（月）2日目1日目

※小雨でも活動を行います。荒天時・雷等の際は、大きく活動を変更することもあります。

12:00～

昼食
館内の食堂で
昼食後、退所

12:50～13:30

活動⑤
近隣漁港にて

稚魚放流

朝食
館内の食

堂で

11:45

退所式

21:50

消灯
就寝

2日目

8:10～9:10

部屋の掃除・片
付け・点検

着替え

9:20～10:40

活動④
イカダ活動

活動⑤
海水浴

7:00～

朝の集い

7:30

起床
洗面及び部屋

の整理

　昨年度からのバス代の高騰により、
60名程度の学年が香々地青少年の家
などへ宿泊体験学習に行く場合は、一
人当たりバス代4,000円（大型バス2
台）、食事及び施設利用費など2500
円、一人計6,500円くらいかかるよう
になります。（今年度は「全国なぎさ
シンポジウム」での発表をするため、
バス代の補助があり、費用が大きく抑
えられています）　また、大分市内へ
の5年生社会科見学では、日帰り往復
（大型バス2台）で一人2300円ほど
かかります。
　6年生の修学旅行においても、来年
度以降は、バス代とホテル代・施設利
用料の高騰の影響を受け、4,000円～
5,000円高くなり、一人30,000円を
超えそうです。

え？物価高騰がこんなところにも！
平和の種からたくさんの芽が出ました

63本？？

　駐車場に植えられたヒマワリの芽が
すくすくと生長をし、40cmになるも
のもあります。同じ時期に蒔いたはず
なのに、中にはまだまだ10㎝にもな
らない若芽もあり、まるで人間の子ど
もたちの成長のようにも感じられま
す。このヒマワリの芽が、大きく丈夫
に生長し、花を咲かせてくれることを
切に願っています。
　未だ世界の紛争は収束
の兆しが見えず、武器を
手にする子どもらもいま
す。その武器にもAIが搭
載される時代。人の心を
持たない、痛みを分かち
合うことのない争いが始
まろうとしているのかも
しれません。

18:30～ 19:00～19:50 20:10～20:50 21:30～21:50 6:30～7:00

夕食
海岸で夕陽
を見ながら

活動③
キャンプ

ファイヤー

入浴
クラスごとに

15分ずつ

班長会議
振り返り

6/23(日)

6/24(月)

5年 香々地青少年の家1日目

5年 香々地青少年の家2日目

 6/27(木)1～3年 ・28(金)4～6年 授業参観

6/19(水) 歯科検診 幼稚園・全校

6/18(火)
読み聞かせ3･4年
境川小第1回三者連絡会15:00

6/20(木) 登校指導・あいさつ運動

出発式

9:30 学校発

夕べの集い

8:50 集合
香々地着

室内に荷物搬
入

昼食
おにぎり弁当

持参

入所式
オリエンテーショ

ン

活動①
ビーチコーミン
グ（海岸清掃）

6/12(水) プール開き　放課後ﾄﾗｲ4年 開講

6/13(木) 内科検診2年

6/17(月) 内科検診1年

6/10(月) 21日まで、児童個人面談

6/11(火)
読み聞かせ 1・2年
内科検診 幼稚園・3年

6/3(月) 委員会活動　眼科検診1～3年

6/6(木) 眼科検診4～6年

6/7(金) 内科検診4年　　プール清掃

17:40

学校着

6月行事予定

ホテル
出発

雲仙岳
災害記念館

がまだすドーム

有明フェリー
多比良港

～
長洲港

熊本天草
グリーンランド

令和6年度5年生 「香々地青少年の家」宿泊体験学習プログラム予定（「全国なぎさシンポジウム」参加事業）

6月23日（日）1日目

学校 11:00～11:30 11:30～12:20 12:30～13:15 13:30～15:00 15:00～18:00 18:00～18:20

活動②
磯観察＆浜散策

休憩含む
9:00

修学旅行事前アンケート

戦争がなぜ起きたのか

ホテルで友達と過ごすことグリーンランドで友達との思い出づくり

自分で考えて動くこと・自主性・協力 友だちと繋がり合うこと・一人ぼっちをつくらない

原爆の脅威・平和祈念像について

17:20～

6:30 集合 佐賀
吉野ヶ里
歴史公園

見学・昼食

大村湾PA
トイレ休憩

平和学習
長崎平和祈念公園

松山公園
原爆資料館

大浦天主堂下に
て

買い物

東洋九十九
ベイホテル泊

6:40

学校 9:15～11:20 12:05～12:15 13:05～14:40 15:00～15:50

楽しみなこと
やがんばりた

いこと

学びたい
こと

令和6年度　6年生修学旅行行程表（昨年とは、また違う活動も・・・。）

5月27日（月）1日目

吉野ケ里の歴史や人々のくらしと現代の違い

今年度修学旅行費用 児童一人当たり
【２６，０００円】です。
※今年度からお小遣いが4,000円か
ら5,000円に変更しました。
※お土産は大浦天主堂下のお店とク
リーンランドで買い物をします。
※熱中症対策をしっかり行います。
（給水・塩分補給等）➡水筒と帽子
は絶対に忘れないようにお願いしま
す。
※保険証のコピー等は必要ありませ
ん。

出発式

7:00 学校発

5月28日（火）2日目

8:30 8:40～10:10 10:50～11:55 12:15～15:15

普賢岳の災害から、別府について


